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【高血圧診療のすべて】
目でみる高血圧 高血圧性眼底所見

石子 智士



浮腫：混濁症例は47歳，女性収縮期血圧200mmHg以上鮒間膜出血，硬性白斑および軟性白斑(矢印)，網膜

が認められる．網膜細動脈は硬化が進み銅線動脈となり，動静脈交叉現象は高度となる(矢頭)．
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I高血圧性眼底所見
症例は６２歳，女性左眼は網膜静脈分枝閉塞症．高血圧性変化として網膜細動脈の狭細化と口径不同， 網膜出血，

硬化性変化として血柱反射冗進(矢印)と動静脈交叉現象(矢頭)が認められる
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